
令和４年度「学生による授業評価」の学科間比較 

 

本校では、「学生による授業評価実施に関する申し合わせ」に従い、毎年、授業終了前後に、学生は

受講した授業（講義、演習、実習等）に関してそれらの内容を評価している。その評価用紙のひとつ

（様式１）を図１に示した。 

 

評価を受ける教員にとっては、授業評価の質問項目をより多くした別の評価用紙を希望することもあ

る。評価を受けた後は、今後の授業改善に関する考え方を学生に説明すると共に、学科長を通じてある

いは直接、評価結果を校長に提出する。 

 

校長は、それらの結果を取りまとめ、図２に示すように授業評価の結果をグラフ化し、ＨＰ等で公開

してきた。学生全員の評価点の平均が４.５以上になると、一般にかなりの高得点といえ、学生の満足

度は極めて高いと考えられる。逆に、３.０以下であると、授業の改善が大いに必要な状況といえる。 

 

本校では、各教員が真摯に授業に取り組み、授業後の質問対応なども丁寧に対応しているため、全体

の平均点が４.５を超えたと推測される。ちなみに、授業評価は５点満点である。 


